
食のコミュニケーション円卓会議

1

2016年9月15日

日本の水産業は復活できる！

持続可能な開発目標



水産物の水揚げ推移
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1970～80年代には、世界一

を誇っていた。世界三大漁場
の１つを有する日本の水揚げ
は、数量が減ると同時に水揚
金額も減少が続く。漁業者は
平均で約60才で、後継者難に
直面。

日本では、第一次産業を斜陽
産業と捉えている人が少なく

ない。水産白書
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対照的に世界全体の水揚数量は増加を続ける。天然魚は欧米、オセアニアを主体
に、資源の持続性を優先して、TAC（=Total Allowable Catch・漁獲可能量）を設定し、
控えめに魚を獲っている。

FAO

世界の水揚推移



世界と日本の水揚げ実績の比較
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世界と日本の水揚げ傾向を比較
すると、大きく異なることがわかる。

Global note

エコノミスト

世界と日本の水産物生産量 （単位： 万㌧）
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右が日本・左が世界全体の数字
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世界銀行が2010年と2030年の海域別の水揚予測を実施。全体では23.6%の
増加予想。しかし、一か所だけマイナス9%を示している。それが日本の海域。
FAOの分析でも同様の分析が出ている。



6
市遺産ガイドブック

秋田のハタハタは資源が復活した
成功例なのか？



日本の水産物輸出入動向
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輸入数量は減少、単価高で輸入金額は増加の傾向

水産物の関税は約4%と関税の撤廃（ＴＰＰ・ＦＴＡ他）により、輸入が増加する環境ではない。



食用魚介類の需給率等の推移
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水産物の国内生産、輸入、消費が共に進んできたが、輸入の減少の
ペースが進み、バランスが変わりつつある。



日本のＴＡＣ（Total Allowable Catch)問題
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日本のザルTACに世界も呆れている。

単位（万㌧）

2014年 2013年 2012年 2011年 2010年
漁獲枠 90.2 70.1 68.5 63.5 63.5
漁獲実績 52.1 42.2 37.8 46.4 45.8

残枠 38.1 27.9 30.7 17.1 17.7
消化率 58% 60% 55% 73% 72%

2014 2013 2012 2011 2010
漁獲枠 27.9 15.3 18.1 18.7 18
漁獲実績 27.8 16.5 17.6 19.7 17.6

残枠 0.1 -1.2 0.5 -1 0.4
消化率 100% 108% 97% 105% 98%
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ノルウェーでは、船ごとに漁獲量が厳格に決まってい
るため、漁場も獲れた魚の量・大きさ等の情報をオー
プンにしている。探し回る燃料費も減らせる。

漁場を秘密
にする時代
は終わって
いる！

燃油代が上
がった分を価
格で受け入
てくれる市場
はあるか？



ノルウェーサバと国産サバ
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ノルウェーサバは、周年脂がのっているわけではない。
個別割当制度により、脂がのらない時期には獲らない
仕組みができている。対照的に日本は周年獲ってしまう
ので、消費者はいつも美味しいノルウェーサバを選ぶ傾
向にある。うまみだけでなく、DHA・EPAが少ない時期に
サバを獲ってしまうのは実に惜しい。 千葉県

Norges Sildeslagslag
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日本の太平洋のEEZの外側に急激に中国船が増加。日本の太平洋側では禁止され
ている集魚灯を使った一種のトロール漁法（虎網）のため、漁獲量が増加する可能性
が高い。東シナ海側での虎網の乱獲でサバが激減、その船団が太平洋側に回ってき
ていることが懸念される。国別漁獲枠（TAC）の一刻も早い設定を。
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日本の巻き網船

概して古い。若者が
働きたい環境かどう
か？ 年収の問題は？

個別割当制度がないため
に続く悲劇。燃油や補助金

の問題ではない！



ノルウェー 巻き網漁船
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ノルウェーでは、規模や仕事の役割にかかわらず99%の
漁業者が満足しているというデータが公表されている
（2016年 SINTEF)



MSC・ASCのラベル製品

学習院大学 阪口教授



MSC アラスカのRFM 日本のMEL

オーナー MSC ASMI 大日本水産会

認証機関
多数
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